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高齢者のいる同居世帯 高齢夫婦世帯 高齢単身世帯

　15 年間で岩倉市の高齢者を取り巻く環境は
とても変化したイワ。高齢者がいる世帯のうち
半数以上が高齢者のみの世帯と高齢者のひとり
暮らし世帯だなんてボクもびっくりイワ！

2000 年

2015 年

43.3％
59.3％

3,087 世帯

2,412 世帯

2,081 世帯

2,359 世帯1,085 世帯

718 世帯

岩倉市の高齢者がいる
世帯の変遷

岩倉市の高齢者事情 を知っていますか？

生活支援コーディネーターが「いわくらしやすい」を応援します‼
～小地域ケア・ネットワーク会議より～

【民生委員】高齢で足腰が弱くなって、家に閉じこもりがちで心配な人がいます。よく行っていた、喫茶店
は遠くて行けないみたいだし、このままではどんどん弱っていかれると思うのだけれど。

【生活支援コーディネーター】身近な地域のつながりとして、「サロン」があります！ただ、この地域には近
くにサロンがないのです…。もしよかったら、皆さんや地域の人と協力してサロンを作ってみてはどうです
か？まずは、別の地域にあるサロンを私と一緒に見学してみませんか？

生活支援コーディネーター取り組みの実例～地域の声をカタチに～

●とき　　毎月第１水曜日　
　　　　　午前 10 時～正午
●ところ　鈴井町公民館

鈴井サロン
【見学者】毎月大変じゃないんで
すか？お金もかかることだし、
実際にどれくらいの人が来てく
れるか心配。

【生活支援コーディネーター】
費用は 100 円くらいの参加費を
いただいているし、市の補助金
制度もあるので心配いりません。
参加者を募るチラシ作りは私も
協力します！

【参加者】テレビのお守りをし
ているよりは、ここに来たほう
が認知症予防になると思って。

【サロンスタッフ】初めは数人
だけだったけど、口コミや声掛
けで徐々に増えていきました。
何人かでやっているので負担に
は感じないですね。

岩倉市をいわくらしやすくす る生活支援コーディネーター
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岩倉市の高齢者事情 を知っていますか？

24.1％
12.4％

2000 年

2015 年

0 ～ 64 歳 65 歳以上

35,772 人

11,361 人

41,078 人

5,828 人

　広報いわくらには市の人口と世帯の数が毎号掲載されているのを
知っていますか？人口は約 48,000 人、世帯は約 21,000 世帯あり
ます。では、そのうちの高齢者が占める割合はどれくらいでしょうか？　　
　そこで、国勢調査の数字を基に 15 年間の比較をすると高齢者人口
は約２倍、高齢者世帯数も 2 倍以上と大幅に増加しています。（参考：
国勢調査）

岩倉市の
高齢化率の変遷

生活支援コーディネーターが「いわくらしやすい」を応援します‼

▲生活支援コーディネーター
と、作成したリーフレット

歳を重ねると、どんなことに困るの？
　一般的に高齢になると（特に 75 歳以上）介護が必要な要介護状態や、認知
症になる確率が高くなると言われています。ひとり暮らしの世帯などは身近に
頼れる人がいないことも多く、生活に不安を抱える人が増えていくことが予想
されています。市は、そんな高齢者がこれからも安心して地域で生活を続けて
いくことができるよう、平成 29 年度から生活支援コーディネーターを配置し
ました。

生活支援コーディネーターって何？
　生活支援コーディネーターは地域住民の支えあいを手助けすることを目的としています。皆さんの「困り
ごと」を聞き、地域の力を借りて解決できないか考えたり、皆さんの「〇〇がしたい！」を叶えられるよう
お手伝いをしたりしています。皆さんと一緒に、皆さんの地域を、安心して生活できるものにするために日々
活動しています。
今までどんなことをしてきたの？
　生活支援コーディネーターは民生委員・児童委員や地域包括支援センターと
連携し、地域で困っていることを聞いたり、「地域のために何かしたい」という
思いを持った人たちを支援したりしてきました。集めた情報を「ふれあい・い
きいきサロン」紹介リーフレットを作成していわくら市民ふれ愛まつりで配布
しました。それ以降、市役所や社会福祉協議会をはじめ、市内の公共施設で配
布しています。また、生活支援コーディネーターが支援をして八剱会館で始まっ
たサロン「笑

しょう
わ亭

てい
」もあり、岩倉市を元気にするために日々奮闘しています。

▲小地域ケア・ネットワーク会議で
地域の課題を収集

岩倉市をいわくらしやすくす る生活支援コーディネーター特集
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地域福祉推進フォーラムを開催します！
　高齢者のひとり暮らしや核家族の増加が問題となってずいぶん経ちます。また近年は、同じ世帯にそれ
ぞれ支援が必要な人が同居していたり、既存の制度の枠にあてはまらず、支援につながらないようなケー
スも見られ、地域福祉に関する課題は複雑かつ多様化しています。
　地域福祉計画は、高齢者・障がい者・児童・生活困窮など分野や制度の枠を超え、人や地域、資源がつ
ながる地域共生社会をつくろうとしています。
　地域共生社会の実現には、いろいろな立場にいる人たちが参加するまちづくりが求められています。こ
のフォーラムでは、生活支援コーディネーターが関わる住民主体のサロン活動をヒントに、岩倉市と江南
市の地域活動の事例紹介を交えながら福祉のまちづくりについて考えていきます。
●とき　５月 26 日㈰午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
●ところ　ふれあいセンター　３階　視聴覚室兼研修室
第１部　福祉のまちづくりって？　～岩倉市の現状～
　　　　　中京大学現代社会学部教授
　　　　　岩倉市地域福祉計画推進委員会委員長
　　　　　岩倉市高齢者保健福祉計画等推進委員会委員長　野口典子さん
第２部　地域活動事例紹介

申し込み不要
参加費無料

▲「おたがいさま味
あじ

歳
さい

の会」（中本町）
元区役員など地域住民による支え合いサロン！

▲「観音寺サロン」（江南市）
お寺を活用した地域の居場所！

●地域福祉推進フォーラムのお問い合わせは福祉課（☎ 38-5809）または岩倉市社会福祉協議会（☎
37-3135）まで。

　いつまでも地域で元気に過ごすためには「役割」を持って「社会参加」することが大切な
んだイワ！不安や困りごとも一人で抱え込むんじゃなくて、相談したり、誰かと何かしたり
することで地域づくりにもつながるイワ！

生活支援コーディネーターへの相談は、岩倉市社会福祉協議会または長寿介護課へ！

岩倉市社会福祉協議会
〒 482-0036
西市町無量寺２番地１
☎ 37-3135　ファクス 38-0039
E メールアドレス　i-syakyo@smile.ocn.ne.jp

長寿介護課介護保険グループ
〒 482-8686
栄町一丁目 66 番地
☎ 38-5811　ファクス 66-8715
E メールアドレス　choujukaigo@city.iwakura.lg.jp

＆
岩倉市地域福祉計画推進事業

生活支援コーディネーター


